


　 　

錦川流域ネット交流会

錦川の支流に源流の碑を運搬

地底王国ムーバレーでのフォーラム

　錦川流域に棲む絶滅が危惧されているカジカガエル・オオサンショウウオ・ニホ
ンユビナガコウモリなどの動物の保護を目的として、フォーラムを定期的に開催し
ています。

南桑地区でカジカガエルを探す

　錦帯橋の古材を子供たちとリヤカーなどで運
搬し、感謝の気持ちを込めて森に帰し、環境保
全のシンボルとして新たな息吹を注ぎ込んでい
ます。

錦川生きものフォーラム

 　錦川流域の各地の団体が定期的に河川清掃を行っていますが、７月２０日前後の日曜
日には行政と協働して錦川一斉清掃を行っています。参加者も年々増え、今年は４０００人
近い参加者の協力をいただきました。

　

錦川流域一斉清掃

第９回やまぐち県民活動パワーアップ賞受賞団体

　

　

　主な活動として、錦帯橋の古材を利用した「錦川源流の碑の建立」、「錦川生きもの
フォーラム」など、錦川流域の自然と文化の保全・再生と、流域全体を見据えた視野で各
種交流活動を行っています。

錦川源流の碑の建立

　本会の中心的活動であり、平成１５年から継
続事業として錦川流域の各支流に源流の碑を建
立。



　

錦川流域ネット交流会

韓国釜山市での韓日河川環境団体交流会新潟県での８県交流会

　 川でつなぐ８県交流会に参加し、特に福島県・新潟県等の７県の河川愛護団体とは継続的に
交流を続けています。

　

　　

   これからも日本一きれいな川・日本のふるさとの川を目指し、錦川流域が一つになっ
て様々な活動を展開し、環境保全、文化再生に努めていきます。

   交流会では、錦川ブランドの確立にも力を入
れており、 「第８回清流めぐり利き鮎会」におい
て、錦川水系宇佐川産のアユが、全国４５河川
のアユの中でグランプリに選ばれました。

右は第９回準グラン
プリ獲得証明書

　錦川ブランドの確立

　 また、韓国で開催された韓日河川環境団体交流会にも参加し、釜山の河川愛護団体とも交流
を持つことができました。

他流域の河川愛護団体と交流

第９回やまぐち県民活動パワーアップ賞受賞団体

　宇佐川のアユが日本一




